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「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針」の改定の方向性について 

 
 

 
１．基本的な考え方の充実 

 
取組指針の策定後に出された政策文書等の内容を反映させる。 

 
【反映させるべき政策文書等の例】 
・仙台防災枠組 2015-2030、スフィア基準、SDGs 等の国際的な災害対応方針 
・災害対策基本法、防災基本計画の改正内容 
・「避難所運営ガイドライン（H28.4)」、「福祉避難所の確保・運営ガイドライン

（H28.4) 」、「避難所におけるトイレの確保・管理ガイドライン（H28.4)」等の国の

災害対応方針 

 
  

基本的な考え方 関連法・政策・国際的枠組み・ 
ガイドラインとの整合性 

平常時からの男女共同参画の推進が防災・復興

の基盤となる 
・第４次男女共同参画基本計画（地方防災会議

の女性委員） 
・SDG Goal 5  

「主体的な担い手」として女性を位置づける ・災害対策基本法 
・防災基本計画 
・仙台防災枠組 2015-2030 
・第４次男女共同参画基本計画（女性防災リ

ーダー育成） 
災害から受ける影響の男女の違い等に配慮す

る 
・防災基本計画 

男女の人権を尊重して安全・安心を確保する ・スフィア基準 
・避難所におけるトイレの確保・管理ガイドラ

イン（H28.4) 
民間と行政の協働により男女共同参画を推進

する 
・仙台防災枠組 2015-2030 
 

男女共同参画センターや男女共同参画担当部

局の役割を位置づける 
・第４次男女共同参画基本計画（地域の防災力

の推進） 
災害時要援護者への対応との連携に留意する ・防災基本計画 

・スフィア基準 
・災害時要支援者の避難行動支援に関する取

組指針（H25.8) 
・福祉避難所の確保・運営ガイドライン（H28.4) 
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２．改定に当たっての論点（案） 
 

取組指針策定後の地方自治体における活用状況と課題を、現地ヒアリング等を通じて検

証した上で、取組指針そのものへの反映、若しくは、解説・事例集を充実させる。 
 

課題 対応のポイント案 

多様性にきめ細かく

対応する 

災害時の状況の違いを考慮する 
• 災害時要援護者（高齢者、障害者、外国人、乳幼児、妊産婦） 
• 帰宅困難者（勤務中、移動中、旅行客等） 
• 広域避難者                        
• 年齢の違い                                               等 
世帯状況の違いを考慮する 
• 経済状況、家族構成、地域の違い 
• 支援の必要性（子育て中、介護者、要介助のいる世帯）    等 
男性の性別役割意識によって生じる課題を考慮する 
• 男性の過度な責任感と過労 
• 老老介護の夫等が直面する課題                等 
支援者側（行政職員、応援派遣職員、民間支援団体職員、ボランティア

スタッフ等）の男女共同参画の視点を含める 
• 支援側が直面する課題 
• 支援側が引き起こす男女共同参画に係る問題（セクハラ、パワハラ、

性暴力等）                        等 

取組指針策定後の政

策や方針の変化に対

応する 

近年の政策の変化に対応する 
• 液体ミルクの取扱い 
• 技能実習生等外国人（女性）人材の増加（多言語対応）に伴う課題

への対応                        等 

取組指針策定後に発

生した災害からの教

訓等を反映させる 

平成 25 年以降に発生した様々な災害からの課題や教訓を反映する 
• 熊本地震、大阪北部地震、北海道胆振東部地震等の地震の経験 
• 西日本豪雨、佐賀・千葉、台風 19 号等、風水害における事前避難、

災害復旧における課題や経験 
• 東日本大震災からの復旧・復興における課題や経験 
• 災害時の暴力への対応状況                 等 
取組指針の内容を実施した経験を反映する 
• 避難所運営マニュアル等を準備していた自治体の経験 
• 行政組織における横断的な取組の実施状況 
• 育成された女性リーダーの活躍状況（効果的な育成について） 
• ジェンダー統計（できれば、年齢、障害の有無）の整備状況    
• 男女共同参画センターを始めとする各主体の役割の具体化  等 

 


